
 

令和４年度第１回和泉市総合教育会議 

 

日時：令和４年７月２１日（木） 

  午後３時００分から  

場所：庁議室 

 

                        

 

次  第 

 

 

１ 議事  

 

 （１）学力向上に向けた取り組みについて 

 

 

 （２）本市における生徒指導上の課題の対応について（非公開） 

 

 

２ その他 



和泉市学力向上検討懇話会の経過報告

【資料１】
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和泉市学力向上検討懇話会 構成メンバー
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構成

有識者：樋渡 啓祐 （前 佐賀県武雄市長）

小宮山 利恵子（東京学芸大学大学院准教授）

和泉市：小川 秀幸 教育長（座長）

藤原 安次 教育委員
中西 正人 教育委員
森吉 豊 副市長
吉田 康人 副市長（オブザーバー）

※その他、必要に応じて意見を聞くためのオブザーバーの出席を求める。



議論するテーマ

第1回（5/19）
開催済

・本市の学力向上に関する現状と課題について

第2回（5/25）
開催済

・今後の取組み、施策展開について
（効果的なICT活用等）

第3回（6/23）
開催済

・今後の取組み、施策展開について
（民間活用や次世代を見据えた取組み、施策
展開案について）

第4回（8/3）
・今後の取組み、施策展開について
・これまでにいただいた意見の確認、まとめ
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開催日程・テーマ
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【今後の具体施策（案）】

予算を伴わない施策

「ターゲット すべての学校」
学力向上に資する全校への個別指導（PDCA強化）

今年度内に新たに予算が必要な施策（案）

「ターゲット 市内1中学校の１学年」
授業改善 「授業と生徒のマッチングに関する共同研究」
AIによる新しいコーチング研究

次年度以降に新たに予算を伴う施策（案）

「ターゲット すべての児童生徒」
家庭での個別最適な学習支援（AIドリル活用の実証実験）

予算確保済みで改善する施策（案）

「ターゲット 厳しい家庭環境にあり支援が必要な児童生徒」
校外での放課後学習支援（事業実施方法の改善）
「ターゲット すべての児童生徒」
学習・生活状況等の情報を一元化（システム更新時に改善）

協議・意見交換①

協議・意見交換②

協議・意見交換③

協議・意見交換④
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【予算を伴わない施策】

「ターゲット すべての学校」
「学力向上に資する全校への個別指導」（PDCA強化）

→ 今後の展開（案）

（4月）全国学力テスト自校採点

（5月）校長目標設定面談

（2月）達成状況確認

（9月）校長期中面談

個別学校の状況に応じた

指導と支援

・STFプロジェクトチームによる

学校訪問での指導助言



 他市の事例で効果があったことは、どんどん参考にして
新しいものを創出することが重要であり、それは行政の
良さだ。

 他市で効果があった取組みについては、すでに可視化
されている取組みなので、実証する必要なく、施策に取
り組める。学力の偏在がある中、成功している市がある
のだから、参考にするとよい。
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協議・意見交換①の意見から
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【今年度内に新たに予算が必要な施策（案）】

「ターゲット 市内1中学校１学年」
英語AI教材、及び授業と生徒のマッチングに関する共同研究

→ 今後の展開（案）

・R４から共同研究を希望する中学校４校にて、２年生合計
600名程度を対象に「AIによる新しいコーチング研究」を実施
同時に「AI英語学習システム」を活用
・実証研究を踏まえ、大学連携を強化→「AIによる新しいコーチ
ング研究」を希望する学校へ展開
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【次年度以降に新たに予算を伴う施策（案）】

「ターゲット すべての児童生徒」
家庭での個別最適な学習支援（AIドリル活用の実証実験）

→ 今後の展開（案）

・家庭での常時1人1台学習用PC活用（市からの発信）
・AIドリル実施（予習・学びなおし）
・学校で宿題などの取組をフォロー、支援（復習・補充）
・保護者に対する説明（例 説明動画による、家庭でのGIGA
端末活用）
・学期ごとの個人懇談会等にて状況確認
・ICT支援員の活用



 一つめのAI教材は、英語に特化したもので、二つめの
AI教材の中にも英語があるということになる。

 同時並行で行うのであれば、生徒は混乱するだろう。

 一つに絞った方がいいのではないか。

 教員が異動したときにも弊害が起きてしまう。

 一元化するべきだ。
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協議・意見交換②の意見から
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【予算確保済みで改善する施策（案）】

「ターゲット 厳しい家庭環境にあり支援が必要な
児童生徒」
「校外での放課後学習支援事業」の取組み

→ 今後の展開（案）

・「いずみ希望塾」の次年度以降の事業改善
・選定事業者が管理するスタディログ（子どもが学んだ履
歴）を保護者端末と同期など



 いずみ希望塾でも、先ほどのAI教材を取り入れたほう
が良いと思う。

 AI教材を使うなら統一しないとおそらく子どもたちが混
乱する。

 AI教材を導入した時点でやり方を変えていくのが望ま
しい。

11

協議・意見交換③の意見から
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【予算確保済みで改善する施策（案）】

「ターゲット すべての児童生徒」

学習・生活状況等の情報を一元化（システム更新）

→ 今後の展開（案）

・校務支援のデータ管理システムを次年度に更新し、より
効率的な機能を導入することにより、指導にいかす



 親とのやり取りなどもアプリやスマホでできるのか。

 朝の連絡対応で業務改善が図られると、本来の教育
活動に資する教員の時間を確保することができる。

 新校務支援システムの導入時に、決まった予算の範囲
内で、どれだけの内容を盛り込むことができるのか。
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協議・意見交換④の意見から



5教科AI教材の導入に向けて

次年度「いずみ希望塾」での学習スタイルに、AI教
材を活用することについて

新校務支援システムの活用に向けて
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今年度後半から、次年度以降に向けた施策、
特に予算を伴う施策の方向を確認

今後の展望について（教委事務局案）
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5教科AI教材の導入に向けて（教委事務局案）

 1人1台学習用PC上で、使えば使うほど最適化するAI型教
材。児童・生徒の学習意欲向上と基礎学力定着を行う。一
人ひとりに個別最適化された学習で、苦手な問題でもつまず
かずに基礎固め。主体的・自律的な学習を促し演習量を飛
躍的に増やせるため、家庭学習（宿題）での活用が有効。
また、校外の学習支援事業での活用も想定。

 教科：小1・2（国・算）、小3・4（国・算・理・社）、
小5・6（国・算・理・社・英）、中1・2・3（国・数・理・社・英）

 費用：一人あたり年間5,000円程度
（すべての児童生徒に導入した場合 年間約75,000,000円）

 市内5校（和泉中・郷荘中・槇尾中・横山小・鶴南小）で1学期に先行
試行実施（夏休みまでに、市内全校全児童生徒）R4は無償活用

事業者選定にかかる債務負担 9月補正予算要求
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『新いずみ希望塾（R5‐7）』について（教委事務局案）

今秋プロポーザルで事業者選定を実施予定

予算：2億6100万円（R5-7の3年間）

＜仕様予定＞

 420名程度→850名に拡充

 年間80回のうち、40回を会場での対面実施、40回を家庭で
のオンライン実施とするハイブリッド型

＜検討事項＞

 教材はﾃｷｽﾄに加え、AIドリルも活用可能

 習熟度別指導

 テスト回数増加

 学習履歴の確認機能（保護者端末で確認可能とする）

予算確保済み



新校務支援システムの活用について（教委事務局案）

←学級ボード

児童生徒ボード→

学習・生活状況等の情報を一元化
（システム更新）

・校務支援のデータ管理システムを次
年度に更新し、より効率的な機能を
導入することにより、指導にいかす

予算確保済み
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次のステップ
AIドリルに
保護者ととも
に取り組む機
会の創出
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